
モ
ノ
づ
く
り
の
進
む
べ
き
道
は
新
た
な
日
の
出
へ

兼房（幹事会員）社長渡辺将人氏新
技
術
生
み
出
す
人
材
育
成

トップレベルの技術力維持

新興国での「地産地消」強化

　
先
行
き
不
透
明
な
経
済
環
境
の
中
、
産
業
界
で

は
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
そ

う
し
た
中
、
地
球
環
境
や
新
興
国
市
場
へ
の
対
応

は
、
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
各
社
が
ま
ず
考
え
る
べ

き
課
題
だ
。
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
発
展
著

し
い
新
興
国
の
市
場
は
、
高
品
質
で
安
全
な
製
品

に
よ
っ
て
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
か
ら
尊
敬
さ
れ
る
モ
ノ
づ
く
り
大
国
と
し
て

「
新
た
な
日
の
出
」
を
迎
え
ら
れ
る
か
。
モ
ノ
づ

く
り
推
進
会
議
の
幹
事
会
員
ト
ッ
プ
に
「
モ
ノ
づ

く
り
の
こ
れ
か
ら
」
を
聞
く
。

日本からモノづくりがなくな
らない限り、日本でのモノづ
くりを継続する…と渡辺さん

外
需
取
り
込
み

　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む

中
、
日
本
の
製
造
業
は
ど
う

す
れ
ば
生
き
残
れ
ま
す
か
。

　
「
内
需
に
依
存
し
て
い
る

企
業
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ

る
国
内
市
場
の
縮
小
で
、
さ

ら
な
る
業
界
再
編
に
巻
き
込

ま
れ
た
り
淘
汰
さ
れ
た
り
す

と
う

た

る
だ
ろ
う
。
刃
物
業
界
も
海

外
需
要
の
取
り
込
み
や
、
他

分
野
に
展
開
し
な
い
と
生
き

残
れ
な
い
。
業
界
内
で
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
水
準
を
維
持
す

る
技
術
力
を
持
ち
、
新
技
術

を
生
み
出
す
人
材
を
育
成
す

る
こ
と
が
日
本
の
製
造
業
の

生
き
る
道
だ
」

　
―
海
外
市
場
に
積
極
的
に

攻
勢
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
「
当
社
の
お
客
さ
ま
は
主

力
の
住
宅
関
連
以
外
に
、
自

動
車
や
情
報
通
信
、
製
紙
関

連
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。
海
外
に
進
出
す
る
企
業

も
多
く
、
こ
う
し
た
企
業
の

現
地
か
ら
の
受
注
を
期
待
し

て
海
外
展
開
を
始
め
た
。
だ

が
意
外
に
も
そ
の
国
の
企
業

か
ら
の
引
き
合
い
が
拡
大
し

て
い
る
。
中
国
な
ど
の
新
興

国
で
は
現
地
の
刃
物
メ
ー
カ

ー
が
格
安
で
商
品
を
販
売
し

て
お
り
、
当
社
は
価
格
面
で

は
土
俵
に
す
ら
上
が
れ
な
い

が
、
当
社
の
製
品
を
求
め
る

声
が
多
い
」

柔
軟
対
応

　
―
新
興
国
で
引
き
合
い
が

増
加
す
る
理
由
は
何
で
す
か
。

　
「
一
部
の
新
興
国
の
メ
ー

カ
ー
は
日
本
の
技
術
を
手
本

に
製
品
の
高
品
質
化
に
力
を

入
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

製
品
の
材
料
や
、
生
産
に
必

要
な
機
械
、
工
具
類
に
も
高

い
品
質
を
求
め
て
い
る
。
今

後
も
こ
う
し
た
動
き
は
加
速

す
る
だ
ろ
う
。
固
定
概
念
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
ニ
ー

ズ
に
柔
軟
に
応
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。
こ
の
た
め
現
地
の

市
場
に
対
応
し
た
製
品
を
現

地
で
製
造
す
る

地
産
地

消

を
強
化
す
る
」

　
―
海
外
展
開
を
進
め
る
上

で
現
地
メ
ー
カ
ー
と
の
競
争

に
ど
う
対
応
し
ま
す
か
。

　
「
刃
物
は
熱
処
理
技
術
が

し
っ
か
り
し
て
い
な
い
と
競

争
に
は
勝
て
な
い
。
材
料
や

加
工
は
あ
る
程
度
製
品
を
見

れ
ば
わ
か
っ
て
し
ま
う
が
、

熱
処
理
は
温
度
や
処
理
時
間

な
ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
ブ
ラ
ッ

ク
ボ
ッ
ク
ス
だ
。
当
社
は
中

国
の
現
地
メ
ー
カ
ー
と
比
較

し
て
熱
処
理
技
術
は
半
歩
以

上
は
先
行
し
て
お
り
、
技
術

の
強
み
を
生
か
す
」

　
―
中
国
で
は
人
件
費
が
高

騰
し
、
現
地
に
進
出
す
る
日

系
メ
ー
カ
ー
は
対
応
に
苦
慮

し
て
い
ま
す
。
海
外
展
開
す

る
上
で
デ
メ
リ
ッ
ト
は
何
で

す
か
。

　
「
日
本
の
常
識
が
海
外
で

は
通
用
し
な
い
こ
と
を
肝
に

銘
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
営
業
面
で
は
こ
れ
ま

で
、
業
界
で
経
験
の
あ
る
現

地
の
人
材
を
採
用
し
て
き
た

が
、
失
敗
の
連
続
だ
っ
た
。

こ
う
し
た
手
法
は
容
易
に
営

業
展
開
で
き
る
が
、
担
当
者

は
自
社
製
品
へ
の
理
解
が
低

く
、
人
脈
に
頼
っ
た
営
業
ば

か
り
を
続
け
る
な
ど
課
題
が

あ
っ
た
。
現
在
は
当
社
の
製

品
を
よ
り
理
解
し
た
日
本
人

社
員
を
派
遣
し
て
い
る
」

　
―
海
外
で
現
地
の
人
材
を

積
極
的
に
活
用
す
る
企
業
が

増
え
て
い
ま
す
。

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
ゼ

ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
現
地
の
人
材
を
採
用
し
て

い
る
。
彼
は
日
本
へ
の
留
学

生
で
、
入
社
後
、
日
本
で
５

年
間
の
研
修
を
受
け
た
。
彼

は
当
社
の
こ
と
を
よ
く
理
解

し
、
日
本
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
円
滑
に
行
え

る
。
こ
う
し
た
信
頼
で
き
る

人
材
を
採
用
す
る
の
は
良
い

こ
と
だ
が
、
他
企
業
か
ら
引

き
抜
い
た
り
し
た
人
材
な
ど

を
安
易
に
採
用
し
て
も
、
本

当
に
会
社
の
利
益
に
結
び
つ

く
か
ど
う
か
は
疑
問
だ
」

　
―
２
０
１
０
年
に
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
子
会
社
で
ス
ト
ラ

イ
キ
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ

の
後
の
対
応
策
は
。

　
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
か
つ

て
の
日
本
の
高
度
経
済
成
長

期
の
よ
う
に
、
お
金
の
価
値

観
が
大
き
く
変
わ
っ
た
こ
と

が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
発
生
さ
せ

た
背
景
に
あ
る
。
だ
が
現
地

の
幹
部
社
員
が
、
ス
ト
ラ
イ

キ
に
参
加
し
た
従
業
員
に
対

し
て
体
を
張
っ
て
対
応
し
、

粘
り
強
く
交
渉
に
あ
た
っ
て

く
れ
た
。
こ
れ
以
降
、
現
地

の
幹
部
社
員
を
は
じ
め
従
業

員
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
取
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
労
使
が
お
互
い
に
信
頼

し
合
え
る
組
織
を
構
築
し
な

い
と
海
外
事
業
は
う
ま
く
い

か
な
い
と
思
い
知
っ
た
」

高
付
加
価
値
品

　
―
海
外
需
要
が
旺
盛
な
一

方
、
国
内
の
需
要
は
大
き
な

伸
び
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
の
日
本
の
生
産
拠
点
の

方
向
性
は
。

　
「
海
外
の
生
産
拠
点
で

は
、
ほ
ぼ
日
本
と
同
等
レ
ベ

ル
の
品
質
の
製
品
を
生
産
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在

は
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と
生

産
品
目
拡
大
の
取
り
組
み
を

進
め
て
い
る
。
一
方
、
日
本

で
は
一
定
の
需
要
が
あ
る
の

に
加
え
、
高
付
加
価
値
品
の

生
産
や
製
品
開
発
な
ど
、
や

れ
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
日
本
か
ら

モ
ノ
づ
く
り
が
な
く
な
ら
な

い
限
り
、
当
社
は
日
本
で
の

モ
ノ
づ
く
り
を
継
続
す
る
」

モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
活
動
予
定

◎ロボット研究会第５回地域討
論会　　　神戸／ロボットテク
ノロジービジネスセミナー
３月９日に神戸市長田区の神
戸市立地域人材支援センター
で開催

◎感性価値研究会 ３月 日に
東京都中央区の日刊工業新聞
社本社で開催
　　
※詳細は決まり次第、モノづ
くり推進会議ホームページ
（ ）に
順次掲載

２
０
１
１
年
モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
超

　
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
と
日
刊
工
業
新
聞
社
は
「
２
０
１
１
年

モ
ノ
づ
く
り

部
品
大
賞
」

経
済
産
業
省
、
日
本
商
工
会
議
所
後
援
予
定

の
募
集
を
始
め
た
。

日
本
の
自
動
車
や
電
機
、
機
械
な
ど
各
種
製
品
は
世
界
中
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る

が
、
そ
の
完
成
品
は
優
れ
た
部
品
・
部
材
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
。

モ
ノ

づ
く
り
部
品
大
賞
は
完
成
品
の
価
値
を
高
め
る
部
品
・
部
材
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た

顕
彰
制
度
。
応
募
締
め
切
り
は
４
月

日
ま
で
。
優
秀
な
部
品
・
部
材
に
は
表
彰
状

と
副
賞

賞
金

を
贈
呈
す
る
。モ

ノ
づ
く
り
部
品
大
賞
・
部
品
大
賞
・
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議
共
同
議
長
賞
・
も
の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
理
事
長
賞
・
日
本
力
（
に
っ
ぽ
ん
ぶ
ら
ん
ど
）
賞
・
部
品
賞
応
募
締
め
切
り
　
４
月
３
０
日
機
械
　
電
気
・
電
子
　
自
動
車
環
境
関
連
　
健
康
・
医
療
機
器
生
活
関
連
超

性
能
・
環
境
特
性
な
ど
評
価
競
争
力
の
源
泉

　 年　モノづくり部品大賞贈
賞式で、庄山悦彦モノづくり推進会
議共同議長 から大賞を受ける佐々
木則夫東芝社長（昨年 月 日）

　大賞を受賞した東芝の電流検出
型ＤＮＡチップの開発物語を映像化
（映像のワンシーン）

候補部品・部材の募集開始

　
部
品
・
部
材
は
目
に
触
れ

な
い
部
分
に
使
わ
れ
る
こ
と

が
多
く
、
完
成
品
の
陰
に
隠

れ
評
価
さ
れ
る
機
会
が
少
な

い
が
、
製
品
の
高
機
能
化
や

差
別
化
、
低
コ
ス
ト
化
を
実

現
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
重

要
な
要
素
。
海
外
で
は
ま
ね

で
き
な
い
部
品
・
部
材
が
あ

る
か
ら
こ
そ
日
本
の
製
品
は

国
際
競
争
力
を
保
持
で
き

る
。
こ
の

世
界
が
見
た
が

る
見
え
な
い
部
品
・
部
材

を
対
象
に
し
た
顕
彰
制
度
が

モ
ノ
づ
く
り
部
品
大
賞

だ
。

　
同
賞
は

年
度
に
創
設

し
、

年
で
８
回
目
を
迎
え

る
。

年
か
ら
は
募
集
す
る

部
品
・
部
材
の
対
象
分
野
を

「
機
械
」
「
電
気
・
電
子
」

「
自
動
車
」
か
ら
、
「
環
境

関
連
」
「
健
康
・
医
療
機

器
」
「
生
活
関
連
」
を
加
え

た
６
分
野
に
拡
充
。
産
業
界

で
の
認
知
度
も
高
ま
り
、
応

募
件
数
は

年

件
、

年

１
０
９
件
、

年
１
１
６
件

と
伸
び
て
い
る
。

　
２
０
１
１
年

モ
ノ
づ

く
り
部
品
大
賞
は
原
則
１
年

以
内

年
２
月
以
降

に

開
発
、
製
品
化
さ
れ
た
部
品

・
部
材
を
対
象
に
６
分
野
か

ら
募
集
す
る
。
「
独
創
的
で

国
内
外
で
の
反
響
が
大
き

い
」
「
世
界
最
高
水
準
の
性

能
を
実
現
」
「
日
本
の
産
業

技
術
の
向
上
に
貢
献
」
「
産

業
・
社
会
の
発
展
に
向
け
先

導
的
な
役
割
を
担
う
」
な
ど

を
条
件
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部

品
・
部
材
の
独
創
性
や
性

能
、
経
済
性
、
環
境
特
性
を

評
価
す
る
。

　
審
査
は
日
刊
工
業
新
聞
社

と
特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

も
の
づ
く

り
生
命
文
明
機
構
の
ほ
か
、

稲
崎
一
郎
中
部
大
学
教
授
・

総
合
工
学
研
究
所
長
、
一
ノ

瀬
昇
早
稲
田
大
学
名
誉
教

授
、
小
口
泰
平
芝
浦
工
業
大

学
名
誉
学
長
、
資
源
・
環
境

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
谷
口
正

次
氏
、
赤
池
学
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
総
合
研
究
所
所

長
、
石
田
秀
輝
東
北
大
学
大

学
院
教
授
の
６
氏
を
審
査
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
す
る
審
査
会

で
行
う
。

　
優
秀
部
品

件
程
度
に
部

品
賞
を
贈
る
ほ
か
、
特
に
優

れ
た
部
品
・
部
材
に
は
「
部

品
大
賞
」
「
モ
ノ
づ
く
り
推

進
会
議
共
同
議
長
賞
」
「
も

の
づ
く
り
生
命
文
明
機
構
理

事
長
賞
」
「
日
本
力

に
っ

ぽ
ん
ぶ
ら
ん
ど

賞
」
を
特

別
授
与
す
る
。

　
前
回
は
東
芝
の
電
気
信
号

で
特
定
遺
伝
子
を
検
出
す
る

「
電
流
検
出
型
Ｄ
Ｎ
Ａ
チ
ッ

プ
」
が
大
賞
に
輝
い
た
ほ

か
、
基
板
内
に
電
子
部
品
を

埋
め
込
む
こ
と
が
で
き
る
太

陽
誘
電
の
「
部
品
内
蔵
配
線

板

Ｅ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ｎ

」
、
竹

中
工
務
店
と
ニ
ッ
ク
ス
が
開

発
し
た
昆
虫
の
侵
入
を
防
ぐ

樹
脂
製
建
材
「
Ａ
Ｒ
バ
グ
バ

ン
パ
ー
」
が
特
別
賞
を
受

賞
。
モ
ノ
づ
く
り
推
進
会
議

は
初
の
試
み
と
し
て
こ
れ
ら

の
授
賞
部
品
・
部
材
そ
れ
ぞ

れ
の
映
像
作
品
も
製
作
。
開

発
秘
話
や
苦
労
話
、
開
発
者

の
思
い
を
映
像
に
ま
と
め
、

贈
賞
式
で
特
別
上
映
し
た
。

現
在
も
映
像
を
広
く
公
開
し

て
お
り
、
今
後
も
大
賞
・
特

別
賞
の
映
像
製
作
を
シ
リ
ー

ズ
化
し
て
い
く
。

　
２
０
１
１
年

モ
ノ
づ

く
り
部
品
大
賞
の
応
募
要
項

や
申
請
書
は
専
用
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ

か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
問

い
合
わ
せ
は
事
務
局

０
３

・
５
６
４
４
・
７
６
０
８

へ
。

モノづくり推進会議

（ ） 　　 ２０１１年 平成２３年 ３月９日 水曜日 　　


